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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成24年9月13日(2012.9.13)

【公開番号】特開2011-87265(P2011-87265A)
【公開日】平成23年4月28日(2011.4.28)
【年通号数】公開・登録公報2011-017
【出願番号】特願2009-240935(P2009-240935)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｍ   3/58     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｍ   3/58    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成24年8月1日(2012.8.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項５】
請求項１から４のいずれかに記載の電話端末であって、
　前記コールバック処理装置への発信先電話番号と、関連する接続パスワードを記憶する
手段を複数有して、
発信時に入力された接続したい相手先の電話番号または特定のコールバック発信要求操作
によって、対応する前記コールバック処理装置の発信先電話番号を自動的に選択して発信
し、前記コールバック処理装置からのコールバック着信に応答後、対応するパスワードと
接続したい相手先の電話番号を通知することを特徴とする自動コールバック応答機能を有
する電話端末。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
次に、ダイヤルの入力が終了した際(Ｓ１００４，Ｙ)、コールバック発信検出部１１３に
おいてコールバック型発信が要求されたか否かを判定し(Ｓ１００６)、コールバック発信
が要求されたことを検出すると(Ｓ１００６，Ｙ)、制御部１２０に通知し、制御部１２０
は入力されたダイヤル情報の内、接続先を指定するダイヤル情報を抽出して接続先記憶レ
ジスタ１２１に記憶した後(Ｓ１０１１)、コールバック処理装置呼出番号記憶部１２２に
記憶されたコールバック処理装置３の電話番号宛に発信するよう発信指示部１０２に指示
する(Ｓ１０１２)。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
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電話端末１において、コールバック処理装置３につながったことを示す呼出中信号を検出
すると(Ｓ１０１３)、自動的に発信を中止(切断)する(Ｓ１０１４)。
このときの呼出信号の検出方法は、アナログ回線では、トーン検出回路を設けて電話網２
より送出される呼出音（Ｒｉｎｇ　Ｂａｃｋ　Ｔｏｎｅ）を検出し、ＩＳＤＮ回線であれ
ばＡＬＥＲＴメッセージの受信、ＩＰ回線であれば１８０または１８３（Ｒｉｎｇｉｎｇ
）レスポンスを受信したことによって判断する。
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